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調査期間： 3月13日（津波注意報解除）～

調査範囲： 北海道太平洋岸全域，青森県～福島県

津波の高さや浸水範囲の測定

港・集落： ウォーターマーク，建物被害，目撃証言

自然海岸： 樹木の損傷，斜面侵食，デブリ，津波堆積物
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根室市 花咲漁港

防潮壁の外側にある建物
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コンクリート製防潮堤（測線12）

防風林（測線6）

津波堆積物（測線6）

砂丘の侵食（測線10）

青森県 三沢海岸



三沢海岸
における
津波の高さと
堆積物の層厚



津波堆積物（測線1）

例外的に厚い堆積物 三沢海岸・天ヶ森（測線１）



三沢海岸
津波堆積物の特徴

測線の地形断面

堆積物の層厚分布

鉱物組成粒度組成（φ）

内陸細粒化，内陸軽量化

海側（1,2）と陸側（3～5）で運搬・堆積様式が違う？



まとめ

調査によって明らかになった津波の高さ
北海道
太平洋岸： 2～4m
えりも岬周辺： 5～6m

青森県三沢海岸
北部： 3～5m
南部： 6～10m

(1)砂丘列など海岸地形の違いにより波高や遡上距離に差があらわれた（三沢，三陸海岸）

(2)防波堤・防潮堤を越えると波高が明らかに小さくなる（根室，三沢）

(3) 海岸近くの急斜面で，津波が局所的に高くなる例がある

(4)津波が谷に浸入した際，谷奥ほど遡上高が高い傾向がある （三陸海岸）

(5)津波堆積物の供給源は浜または砂丘で，その背後のみ堆積物が厚い。砂浜や砂丘のな
い海岸では堆積物は薄い。津波の高さと堆積物の厚さには相関が見られない。


